予算要求資料
平成２８年度12月補正予算　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：中小企業振興費
	事業名  新中小企業ＩｏＴ基盤強化事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

商工労働部 新産業・エネルギー振興課 ＩＴものづくり係
電話番号:058-272-1111（内3111）E-mail： c11353@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　補正要求額　50,000千円（現計予算額：  0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現計

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補正

要求額
	50,000
	50,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	決定額
	50,000
	50,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
◆補正が必要な理由

本件にかかる国庫補助事業「地域未来投資の活性化のための基盤強化事業」（平成28年度第2次補正予算）が実施される予定であるため。

  ◆現状と課題
　　　岐阜県は、県内総生産や従業者数の約４分の１を製造業が占め、全国と比較しても製造業の割合が高い「ものづくり県」である。製造業の約９９％が中小企業であり、海外の廉価品との価格競争や差別化、技術革新に即した高付加価値商品開発への対応などの課題に直面している。
また、製品の複雑化や他品種化等様々な要因により、企業における製品形状の試作や見本製作に掛かる仕事量は増加しており、製品開発におけるリードタイムの短縮化やコスト削減の課題を常に抱えている。
◆本事業の必要性
世界的に「第４次産業革命」の潮流が広がる中、国も成長戦略の重点政策に位置付け、ＩｏＴやビッグデータ、人工知能時代に対応した技術開発や利活用を促進するプロジェクト等を実施している。

本事業は、ものづくりやサービス分野への戦略的なＩＴ活用が不可欠な時代において、中小企業・小規模事業者が産業の変革に対応していくことが可能となる支援体制を整える。さらに、ＩＴとものづくりの融合による県内企業の生産性向上や高度化・強靭化の実現を目的とする。
　　　切削加工のように専門の技術や知識が必要なく、手軽に使用できる三次元造形機のニーズは高い。開発過程や試験等で使用する一品物のジグやケース、切削加工では困難な形状が複雑な部品なども、手間を掛けずに製作することができる。インターネットを活用（ＩｏＴ）することで企業にいながら遠隔で試作することも可能となることから時間短縮にもつながり、製品開発等において効果化が期待できる。

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
(千円)
	事業内容の詳細

	消耗品費
	1,162
	三次元製造機付属品等

	役務費
	2,700 
	運送、設置調整費等


	委託費
	2,354
	機器導入関連委託等

	工事請負費
	5,400
	設置工事等

	原材料費
	353
	三次元造型機テスト用材料

	備品購入費
	38,031
	三次元造型機等

	合計
	50,000
	


	　決定額の考え方　　



４　参考事項
（１）国の状況

政府は多くの経済政策のなかでIoT活用による産業力強化策を閣議決定。

　・2016年度版「ものづくり白書」

　　・まち・ひと・しごと創生基本方針2016

　　　・新産業構造ビジョン（中間報告）

　　　・日本再興戦略2016　　など
（２）事業主体及びその妥当性
急速な技術革新に伴い、あらゆる産業の基盤（プラットフォーム）である情報通信技術が集積する公益財団法人ソフトピアジャパンを中核として、同財団が所有する知見や人的ネットワーク等を活用し、中小製造業の現場への
ＩｏＴ技術の導入やＩＴ活用を促進し、生産性向上や高度化を図るもの。事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	公益財団法人ソフトピアジャパン内に設置のファブコアに、県内企業のＩｏＴ導入促進や新サービス・新商品創出等につながる関連機器を導入し、県内製造業等に積極的に活用されること県内中小製造業の生産性向上や高度化を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	ファブコア利用件数
	-
（H28）
	
	
	
	1200名
（H32）
	

	ＩｏＴ導入検討或いは導入実施企業
	-
（H28）
	
	
	
	25社
（H31）
	


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）・
	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	第４次産業革命による産業構造の変革に伴い、製造現場におけるＩｏＴ導入は国も重要施策・課題の１つとしており、県も地域産業振興として、中小企業へのＩＴ活用やＩｏＴ技術導入支援に関連する取り組みを多方面において積極的に展開する必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

次年度以降も、公益財団法人ソフトピアジャパンの知見とネットワークを活用し、製造業とＩＴ企業等の異業種マッチングやＩｏＴ技術導入支援も行いながら、ものづくりとＩＴの融合による産業の生産性向上や高度化の促進を図る。


